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人
麿
影
供
年
譜
稿

鎌
倉
時
代
篇

佐

々

木

孝

浩

 

六
条
顕
季
に
よ

っ
て
創
始
さ
れ
た
人
麿
影
供
は
、

柿
本
人
麿

の
神
格
化
に
決

定
的
な
影
響
を
及

し
、
和
歌
と
宗
教

と
の
交
流

の
象
徴
的
存
在

と
し
て
、
中
世

か
ら
近
世

に
か
け
て
、
多

く

の
歌
人
達
は
も
と
よ
り
、
連
歌
師

・
俳
譜
師
に
至

る
ま
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
繰
返

し
催

さ
れ
て

い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
影
供
は
、

こ
と
に
中
世

の
歌
人
達

に
と

っ
て
、
重
大
な
文
学
活
動

の

一
つ
で

あ
り
、
和
歌
を
生
み
出
す
重
要
な
場

の

一
つ
で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
し

か
し
な

が
ら
、
影
供
歌
合
が
盛

ん
に
催
さ
れ

た
新
古
今
集
成
立
期

を
除
く
と
、
そ

の
こ

と
を
確
信
を
持

っ
て
断
定
す

る
こ
と
が

で
き

る
だ
け

の
材
料
に
欠
け

る
の
が
、

影
供
研
究

の
現
状
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

 

そ
こ
で
、
以
下
に
影
供

の
成
立
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て

の
人
麿
影
供

に
関

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
1
)

連
す
る
事
出
来
を
集

成
し
、
年
譜
形
式
を
も

っ
て
示
す

こ
と

に
よ
り
、
影
供

の

当
時

の
歌
人
達

へ
の
影
響
力

の
強
さ
を
確
認
す

る

一
助
と
し
た

い
。

延
久
元
年

(
一
〇
六
九
)

六
月
四
日

 
 
 
 
藤
原
兼
房
没

(
六
九
歳
)
〔
土
右
記
〕
。

 
 
 
 

こ
れ
以
前
、
兼
房
人
麿

を
夢

み
、
絵
師
に
命

じ
て
影
を
描
か
し
め

 
 

〔
十

・
著
〕
、
死
に
臨

ん
で
、
そ

の
影
を
白
河
院
に
献
ず

〔
十
〕。

元
永
元
年

(
一
一
一
八
)

六
月
十

六
日

 
 
 
 
六
条
顕
季
、

白
河
院
よ
り
鳥
羽

の
勝
光
明
院

〔
著
〕

に
納
め
ら
れ
た

 
 
 
人
麿
影
を
借
り
受
け
、
巨
勢
信
茂

に
写
さ

せ
、
藤
原
敦
光

に
讃
を
書

か

 
 
 
せ
た
影

〔
十
〕
に
よ
り
、
自
邸

に
て
初

の
人
麿

影
供
を
催
す
。
題

「
水

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(2
)

 
 
 
風
晩
来
」
〔
人
麿

影
供
記
、
他
〕
。
(
一
)

保
安
四
年

(
一
一
二
三
)
九
月
六
日

 
 
 
 
藤
原
顕
季
没

(
六
九
歳
)

〔
公
、
他
〕
。

 
 
 
 

こ
れ
以
前
、
人
麿
影
を
三
男
顕
輔

に
譲

る

〔
十
、
著
〕
。

保
延
二
年

(
一
二
二
六
)

 
 
 
 

こ
れ
以
後
、
「
成
道
卿

口
伝

日
記
」
成
る
か
。
同
書
中
に
、
人

麿

影

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3
)

 
 
 
供

へ
の
言
及
あ
り
。

久
寿

二
年

(
一
一
五
五
)

二
月

 
 
 
 
藤
原
顕
輔

人
麿

影
を
息
清
輔

に
譲

る

〔
著
、

続
古
今
集

・
一
一
七
〕
。

仁
安
元
年

(
一
一
六
六
)

七
月

 
 
 
 
歌
林
苑
に
て
、

三
十
余
名
大
施
主
と
な
り
、

人
麿
影
前

で

一
品
経
供

 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

 
 
 
養
が
催
さ
れ
る
。
〔
澄
憲
作
和
歌
政
所

一
品
経
供
養
表
白

(
頼

政

集

・

 
 
 

六
七
三
～
四
、
股
富
門
院
大
輔
集

・
二
九

五
、
は

こ
の
折

か
)
〕
。
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こ
の
頃

 
 
 
 
歌
林
苑

に
於

て
月
並
影
供
が
催
さ
れ

る

〔
澄
憲
作
和
歌
政
所

一
品
経

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5
)

 
 
 
供
養
表
白
〕
。
題

「月

照
古
橋
」
・
「
故
郷
落
葉
」
・
「
水
鳥
爽
船
」

・
「
立

 
 
 
声
嘆
恋
」
・
「
失
返
事

嘆
恋
」

・
「
改
名
隠
恋
」
等

〔林
葉
集

・
四
八
九

 
 
 

・
七
五
九
、

教
長
集

・
五
〇

三

・
六
〇
〇

・
七
五
八

・
七
六
〇

・
七
六

 
 
 

二
、
頼
政
集

・
六

二
九
～
三
〇
〕
。

(
二
)

治
承
元
年

(
一
一
七
七
)

六
月
二
十

日

 
 
 
 
藤
原
清
輔

没

(
七
四
歳
)
〔
玉
〕
。

 
 
 
 

こ
れ
以
前
、

清
輔
自

邸
に
て
影
供
を
催
す
。

題

「
山
家
時
雨
」
〔
教

 
 
 
長
集

・
五
三
八
〕。

又
、
初
度

の
影
供

の
折

(何
処

の
会

か
不
明
)、
仮

 
 
 
名

日
記
を
記
す

〔
無
名
抄
〕。

(
三
)

 
 
 
 

こ
の
時
迄

に
、
清
輔
、
影

を
弟
季
経

に
譲
る
か
。

同

四
年

(
一
一
八
〇
)

十

一
月
十

日

 
 
 
 
藤
原
永
範
没

(
八

一
歳
)
〔
公
、

山
魂
記

(
七
九
歳

)、
他
〕。

 
 
 
 

こ
れ
以
前
、
永
範

「
人
丸
供
祭
文
」
を
作
る

〔
柿
本
朝
臣
人
麿
勘
文
〕
。

寿
永
元
年

(
一
一
八
二
)
夏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6
)

 
 
 
 

こ
の
頃
、
「
季
経
集
」
成
る
か
。

 
 
 
 

こ
れ
以
前
、

藤
原
季
経
自
邸

に
て
影
供
を
催
す

(
複
数
回
か
)
。

題

 
 
 

「
藤
花

盛
開
」

・
「
旅
宿
七
夕
」

・
「
人
違
会
恋
」
〔
季
経
集

・
一
四

・

 
 
 

三
〇

・
五
八
〕
。

元
暦
元
年

(
一
一
八
四
)

二
月
七
日

 
 
 
 

顕
昭

「
柿
本
朝

臣
人
麿

勘
文
」

を
成
す

〔
奥
書
〕
。
同
書

に
藤

原

敦

 
 
 

光

の

「
人
麿

画
讃
」

・
藤
原
永
範

の

「
人
文
供
祭
文
」

の
引

用
あ
り
。

建
久
元
年

(
=

九
〇
)

八
月
二
九

日

 
 
 
 

季
経
人
麿

影
を
九
条
兼
実

邸
に
持
参

〔
玉
葉
〕。

 
同

二
年

(
=

九

一
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7
)

 
 
 
 
こ
れ
以
前
、

俊
恵
法
師
没

か
。

 
 
 
 
俊
恵
、
生
前

「
影
供
集
」
を
撰
ず

〔
代
集
〕
。

正
治
元
年

(
=

九
九
)
十

一
月
八
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8
)

 
 
 
 
影
供
歌
合

〔
合
略
〕
。

同

二
年

(
一
二
〇
〇
)

二
月
十
日

 
 
 
 
影
供
歌
合

〔
合
略
〕。

同同同同同同

年
 

 
 

 
 

 
五
月

 
影
供
歌
合

〔
合
略
〕
。

年
 

 
 

 

 

 
八
月

二
十
日

 

影
供

歌
合

〔
合
略
〕
。

年
 

 

 
 

 

十
月
十

二
日

 

土
御
門
通
親
、
自
邸

に
於
て
人
麿
影
供
歌
合
並
び
に
当
座
歌
合
を
催

す
。
当
座
題

「
初
冬
」

・
「
時
雨
」
〔
明

・
十

三
日
条
も
、
拾
遺
愚
草

・

二
四
〇

五
～
六
〕
。
へ
四
)

年
 
 

 
 
 

 
十

一
月
八
日

 

土
御
門
通
親
、
自
邸
に
於

て
人
麿

影
供
歌
合
を
催
す

(当

座

歌

会

無
)
。
題

「
暮
山
雪
」
・
「古
寺
月
」

・
「
朝
遠
望
」
〔
明
、

明
題
、
後
鳥

羽
院
集

・
一
五

一
〇
～
二
、
隆
信
集

・
二

一
八
、
明
日
香
井
集

・
一
〇

四
七
～
九
〕
。
(
五
)

年

十

二
月

二
日

 

影
供
隠
名
歌
合

〔
合
略
〕。

年

同
月
二
十
六
日

 

土
御
門
通
親
、
自
邸

に
於
て
人
麿
影
供
歌
合
を
催
す
。
題

「
暁
尋
千

鳥

」

・

「
山
家
如

(知
)
春
」
・
「海
辺
歳
暮
」
〔
明
、
拾
玉
集

・
四

一
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六
九
～

七

一
、
玉
吟
集

二
五
九
四
～

六
、
明
日
香
井
集

・
一
〇
五
〇
～

 
 
 

二
、
夫
木
抄

・
六
七
六
九
、
新
古
今
集

・
七
〇
四
～
五
、
続
古
今
集

・

 
 
 

六
八
三
、
他
〕
。
(
六
)

建
仁
元
年

(
一
二
〇

一
)

正
月
十

八
日

 
 
 
 

土
御
門
通
親
、
自
邸

に
於

て
人
麿
影
供
歌
合
を
催
す
。
題

「
遠
嶋
朝

 
 
 

霞
」

・

「
隣
家
夜
梅
」

・

「
山
家
残
雪
」
〔合

略
、
明
題
、
拾

玉

集

・

 
 
 

四
〇

八
五
～

九

一
、
玉
吟
集

・
二
〇
三
三
～

五
、
後
鳥
羽
院

・
一
五

一

 
 
 

九
～

一
二

、
明

日
香
井
集

・
一
〇

五
三
～
五
、
隆
信
集

・
二
三
、
新
古

 
 
 

今
集

・
一
四
三
七
、
新
続
古
今
集

・
三
六
、
雲
葉
集

・
六
四
、
拾
遺
風

 
 
 

躰
集

・
七
、
夫
木
抄

・
四
七
五
他
〕
。
(
七
)

同

年

 
 

三
月
十

六
日

 
 
 
 

土
御
門
通
親
、
自

邸
に
於

て
人
麿
影
供
歌
合
を
催
す

《
現
存
》
。

題

 
 
 

「
梅
香
留
袖
」
・
「
翠
柳
誰
家
」
・
「
水
辺
郷
燭
」
・
「
故
郷
款
冬
」

・
「
雨
中

 
 
 

藤
花
」
・
「
山
家
暮
春
」
〔
明
、
合
略
〕
。
(
八
)

 

こ
の
頃

 
 
 
 

土
御
門
通
親
、
自
邸

に
於

て
人
麿

影
供
歌
合

を
催
す

(
複
数
回
か
)
。

 
 
 
題

「
野
霞
」
〔
隆
信
集

・
十
九
〕
。
「
春
風
不
分
処
」
(
「
梅
花
薫
暁
袖
」
.

 
 
 

「晩
霞
隔
旅
山
」
)
〔
隆
信
集

・
五
二

(
拾
玉
集

・
四
〇

八
〇
～
四
)
〕
。

同

年

 
 

四
月
三
十
日

同

 
後
鳥
羽
院
、
鳥
羽
殿
に
於
て
人
麿

影
供
歌
合

《
現
存
》
並
び
に
当
座

歌
合
を
催
す
。
題

「
暁
山
郭

公
」
・
「海
辺
夏
月
」
・
「
忍
恋
」
〔
合
略
〕
。

当
座
題

「
竹
風
夜
涼

」
・
「
山
家
五
月

雨
」
〔
月
清
集

・
一
〇

六
五
～
六
、

後
鳥
羽
院
集

・
一
五
三
九
～

四
〇
〕
。
(
九
)

年
 

 

 

 

 

八
月
三
日

 
後
鳥
羽
院
、
和
歌
所

に
於

て
人
麿
影
供
歌
合
を

催

す

《
現
存
》
。
題

同同同建
仁

二
年

(
=

一〇

二
)

「初
秋
暁
露
」

・
「
関
路
秋
風
」
・
「旅
月
聞
鹿
」
・
「故

郷
虫
」

・
「
初

恋
」

・
「
久
恋
」
〔
明
、
合
略
、
明
題
〕。

(
一
〇
)

年

 

 

 

 

 

八
月
十
五
日

 

後
鳥
羽
院
、
和

歌
所

に
於

て
撰
歌
合

《
現
存
》
並
び
に
当
座
歌
会
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9
)

催
す
。

こ
の
歌
合

は
影
供
歌
合

で
あ

っ
た
か
。
題

「
月
多
秋
友
」
・
「
月

前
松
風
」
・
「
月
下
播
衣
」

・
「
海
辺
秋
月
」

・
「
湖
上
月
明
」

・
「古
寺

残
月
」
・
「
深
山
暁
月
」

・
「
野
月
露
涼

」
・
「
田
家
見
月
」
・
「
河
月
似

氷
」
。
当
座
題

「
月
前
雁
」

・
「
月
前
旅

」
・
「
月
前
恋
」
〔
明
、

月
清
集

・
一
四
五
二

・
一
四

八
〇
、
へ
拾
玉
集

・
四

一
一
九
～
二

一
)、
新
古
今

集

・
九
四

一
・
一
二
八

二
～
四
〕。

(
一
一
)

年

九
月
十
三
日

 

後
鳥
羽
院
、
和
歌
所
に
於

て
人
麿
影
供
当
座
歌
合

を
催
す

《
現
存
》
。

題

「
近
野
秋
雨
」
・
「
遠
山
暮
風
」

・
「
寄
池
恋
」
。
〔
明

日
香
井
集

・
一

〇

八
二
～
四
、

如
願
集

・
五
九

七
、
他
〕
(
=

一
)

年

十
二
月

二
日

 

後
鳥
羽
院
、
鳥

羽
殿

に
於

て
人
麿
影
供

隠
名
歌
合
を
催
す
。
題

「寒

夜
冬
月
」

・
「
山

家
暮

(
夕
)
嵐
」
・
「
初
恋
」
〔
明
、
拾
玉
集

・
四

一
四

六
～
五
四
、
月
清
集

・
=

一七
六
、
後
鳥

羽
院
集

・
一
五
六

一
～

三
、

隆
信
集

・
二
七
〇
、
如
願
集

・
五

五
二

・
五

七

〇

・
八
三
五
、
他
〕
。

(
二
一じ

 
 
 
 
 
 
 

二
月
十
日

 
後
鳥

羽
院
、
和
歌
所

に
於
て
人
麿
影
供
歌
合

を

催

す
。

題

「
海
辺

霞
」
・
「
関
路
鶯
」

・
「
忍
恋
」
〔
明
、
後
鳥
羽
院
集

・
一
五
七
〇
～

二
、

明
日
香
井
集

・
一
〇
九

一
～
三
、
如
願
集

・
三
五
五

・
五
七
二
、
俊
成

卿
女
集

・
二
三
四
、
新
古
今
集

・
一
八
、
新
千
載
集

・
一
〇
九

八
、
新

一17一



同同同建
仁
三
年

(
=

一〇
三
)

拾

遺
集

・
九
四
六
～
七
、

万
代
集

・
一
八

二
七

・
一
九

一
五
、
題
林
愚

抄

二

九

二
～
八

・
二
六
五
～

六

・
六
二
八
二
～

七

(
〈
建

仁

元
年
と

す

る
も

の
〉
明
題
、

玉
吟
集

・
二
〇
三
六
～
七

・
二
七
九
五
、
夫
木
抄

・
三
五
九

・
三
八
九
～
九

三
)
〕
。
(
一
四
)

年

五
月

二
十

六
日

 

後
鳥
羽
院
、
鳥
羽
城
南
寺

に
於
て
人
麿

影
供
隠
名
歌
合
を
催
す

《
現

存
》
。
題

「
暁
聞
郭
公
」
・
「
松
風
暮
涼
」
・
「
遇

不
逢
恋
」
。
[明
、
他
〕。

(
一
五
)

年
 

 

 

 

 

八
月
十
五
日

 

後
鳥

羽
院
、
和
歌
所

に
於
て
当
座

三
首
歌
会
を
催
す
。

こ
の
歌
会

は

 

 
 
 
 
 
 
 
 

(10
)

あ
る
い
は
影
供
で
あ

っ
た
か
。
題

「
月
前
虫
」
・
「月
前
鹿
」
・
「
月
前

風
」
〔
明
、
明
日
香
井
集

・
一
〇
九
四
～
六
〕。

(
一
六
)

年
 

 

 

 

 

八
月

二
十

日

 

後
鳥
羽
院
、

二
条
殿

に
於

て
人
麿
影
供
歌
合

並
び
に
当
座
歌
会

を
催

す
。
題

「
江
月
聞
雁
」

・
「
夜
風
似
」
雨

・
「
依
忍
増
恋
」
、
当
座
題

「
関

路
暁
霧
」
・
「
山
家
播
衣
」
〔
明
、
月
清
集

・
一
二
二
〇
～
二

・
一
四
五

三
、

員

外
之
外

(
『
藤
原
定
家
全
歌
集
』
久
保

田
淳
、

昭
61
)

・
三
七

七
五
～
九
、
後
鳥
羽
院
集

・
一
五
九
二
～

四
、
如
願
集

・
五
七
五
、
新

古

今
集

・
噌
〇
九
七
、

高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
同
紙
背

・
和
歌

(
『
今
川

了
俊

の
研
究
』
荒
木
尚
、
昭
52
)

一
九
四
、
他
〕
。
(
一
七
)

 

 
 
 
 
 
 
六
月
十
六
日

 
後
鳥

羽
院
、
和
歌
所
に
於
て
人
麿
影
供
歌
合

《
現
存
》

並
び

に
当
座

歌
会

を
催
す
。
題

「
草
野
秋
近
」

・

「
水
路
夏
月
」
・
「
雨
後
聞
蝉
」。

当
座
題

「
夏
月
」

二
首

〔
明
、

月
清
集

・
一
一
〇

二
～
三
、
後
鳥
羽
院

集

・
一
六

一
九
～

二
〇
し
。
(
一
八
)

 

こ
の
頃

か

 
 
 
 

後
鳥
羽
院
、
和
歌
所
等

に
於
て
人
麿
影
供
及
び
影
供
歌

合

を

催

す

 
 
 

(
複
数
回
)
。
和
歌
所
、
題

「
山
家
朝
雪
」
〔
月
清
集

・
一
二
七
七
、
夫

 
 
 

木
抄

・
七
二
五
三
〕
。
同
、
題

「
松
辺

千
鳥
」
〔
月
清
集

・
一
四
〇

五
、

 
 
 

夫
木
抄

・
一
一
九
四
六
〕。
同
、
題

「
海
辺
夕
鹿
」
〔
夫
木

抄

・
四
六
八

 
 
 
〇

〕。
仙
洞
、
題

「
野
径
若

草
」
〔
夫

木

抄

・
六

=

〕
。
同
、
題

「
月

 
 
 

前
秋
嵐
」

・

「
水
路
秋
月
」

・

「
関
路
暁
霧
」
〔
月

清

集

・
一
コ
三
二

 
 
 
～

五
、
夫
木
抄

・
九
六
〇

五
〕
。
不
明
、
題

「
(不

明
)」
〔
歌

枕

名

寄

 
 
 

(『
校
本
調
枕
名

寄
』
渋
谷
虎
雄
、
昭
52
)
・
補

二

一
四
四
〕
。
(
一
九
)

元
久

二
年

(
一
二
〇
五
)

正
月
九

日

 
 
 
 
飛
鳥
井
雅
経
、

こ
の
日
よ
り
詠
千
日
影
供
百
首
和
歌
を
始
め

る
。
題

 
 
 

「
春

.
夏

・
秋

・
冬

・
恋

・
旅

・
懐

旧

・
述
懐

・
無
常

・
十
楽
」
各
十

 
 
 
首

〔
明
日
香
井
集

・
三
八

一
～
四
七
九
〕
。

同
 
 
年
 

 
 

 

 
 

九
月
九
日

 
 
 
 
飛
鳥
井
雅
経
、

こ
の
日
よ
り
詠
千

日
影
供
百
首
和
歌
を
始
め
る
。
題

 
 
 

「
秋

(
二
〇
首
)

・
冬

(
一
五
首
)

・
恋

(
一
〇
首
)

・
雑

(
二
〇

 
 
 
首
)」

計

六
十
五
首
、
以
下
不
明

〔
明

日

香

井

集

・
四
八
〇
～

五
二

 
 
 
七
〕。

建
保

元
年

(
=

=

三
)
月
日
不
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(11
)

 
 
 
 
藤
原
信
実
、
影
供

百
首

を
詠
ず
。
題

「湖

上
螢
」

・

「
夕

立
松
風
」

 
 
 

〔
夫
木
抄

・
九
六
六
二
、
歌
枕
名
寄

・
三
三
八
二

・
補

一
一
六

八
〕
。

同

 
二
年

(
=

=

四
)

十
月
二
日

 
 
 
 
順
徳
天
皇
、
内
裏

に
於

て
毎
月
旬
日
各

三
首

の
人
麿
影
供
百
首
を
始

 
 
 
め
る
。
翌
三
年
八
月
二
十

一
日
詠
じ
終
わ
る
。
歌
合

〔
範
宗
集

・
六
六

 
 
 
二
～

四
〕
や
当
座

〔
範
宗
集

・
一
七

二
〕
を
織

り
ま
ぜ

た
か
。
題

「
時

一18一



 
 
 

雨

・
水
鳥

・
寒
草

・
暮
山

・
松
風

・
暁
海

・
寄
川
恋

・
寄
野
恋

・
寄
霜

 
 
 

恋

・
寄
筆
恋

・
寄

箒
恋

・
寄
笛
恋

・
山
家

・
覇
中

・
旅
泊

・
冬
暁
月

・

 
 
 

山
朝
風

・
江
寒
薦

・
池
凍

・
早
梅

・
歳
暮

・
寄
鏡
恋

・
寄
笠
恋

・
寄
帯

 
 
 

恋

(寄
草
恋
)
・
方
違

・
沐
浴

・
閑
談

(閑
居
)
・
山
立
春

・
夕
若
菜

・

 
 
 

朝
子
日

・
初
春
月

・
覇
中
鶯

・
谷
残
雪

・
関
路
霞

・
春
駒

・
春
雪

・
春

 
 
 

野
風

(
野
春
風
)
・
窓
落
梅

・
夕
青
柳

(
夕
岸
柳
)
・
夜
帰
雁

・
夕
苗
代

 
 
 

・
朝
董
菜

・
初
山
花

・
喚
子
鳥

・
谷
春
水

・
桜
花

・
桃
花

・
老
鶯

・
款

 
 
 

冬

・
騨

賜

・
春
雨

・
惜
花

・
藤
花

・
三
月
尽

・
更
衣

・
郭

公

・
卯
花

・

 
 
 

嬰
麦

・
暁
螢

・
夏
草

(野
外
夏
草
)

・
夏

雨

・
夏
月

・
夏

風

・
菖
蒲

・

 
 
 
盧
橘

・
蝉

・
泉

(納
涼
)

・
水
鶏

・
忘
恋

・
夏
夕

・
夏
暁

・
鵜
川

・
暮

 
 
 
山

・
夏
朝

・
照
射

・
夕
立

・
蚊
遣
火

・
見
恋

・
夏
露

(夏
山
露
)

・
六

 
 
 
月
祓

・
寄
雲
祝

・
山
初
秋

・
待
七
夕

・
野
径
萩

・
池

辺
蘭

・
関
路
鹿

・

 
 
 
女
郎
花

・
薄

・
橦
花

・
刈
萱

・
夕
尋
虫

・
暁
見
月

・
野
外
月

・
夜
聞
鹿

 
 
 

・
関
路
風

・
庭

上
露

・
秋
暁

・
秋

夕

・
秋
夜

・
結
願

(雑
)
」
〔
順
徳
院

 
 
 
集

に
よ
る
。
(

)
内
は
範
宗
集
の
題
。
〕
「
春
草

・
古
寺
柳
」
〔
範
宗
集

 
 
 

に
の
み
見
え
る
題
。
〕
〔
紫
禁
草

・
四
三
〇
～
五
二
九
、
範
宗
集

・
三
四

 
 
 
～
七

・
三
九
～

五
二

・
一
五
四
～
七

・
一
六
二
～

三

・
一
六
五
～

七
三

 
 
 

・
三

一
六
～
七

・
三

一
九
～
二

一
・
五
五
四
～

六

・
五
六
二
～

三

・
六

 
 
 
六
二
～
四

・
六
六
九
～
七
〇
〕
。
(
一
九
)

承
久

二
年

(
一
二
二
〇
)

七
月
十

七
日

 
 
 
 
飛
鳥
井
雅
経
、

こ
の
日
影
供
三
首
和
歌

を
詠
ず
。
題

「
古
径
萩
」

・

 
 
 

「
暁
初
雁
」

・

「寄
荻
恋
」
〔
明

日

香
井
集

・
二

二
四
二

・
=
二
七

五

 
 
 

・
一
四
四
六
〕。

安
貞
元
年

(
=

一
二
七
)

三
月

二
十
日

 
 
 
 
西
園
寺
公
経
、
自
邸

に
於
て
木
像

に
よ
る
人
麿

影
供

並
び

に
連
歌
を

 
 
 

催
す
。
題

「滝

辺
花
」

・
「
池
辺
花
」

・
「
寄
松
祝
」
・
「
竹
間
霞
」
。
連

 
 
 

歌
題

「
賦
何
水
何
木
」
〔
明
、
十
五

・
十
六

・
二
十

一
日

条

も
、
如
願

 
 
 

集

・
四
〇

二
～
三

・
六
八

一
、
為
家
集

・
一
八
七
～

八

・
一
六
九
六
〕
。

 
 
 

(
二

一
)

寛

喜
元
年

(
}
二
二
九
)

三
月
十
七
日

 
 
 
 

九
条
知
家
、
自
邸

に
於
て
人
麿
影
供
並
び
に
連
歌
百
韻
を
催
す
。
題

 
 
 

「
庭
上
花
」

・

「
浦
春
月
」

・

「
久
恨
恋
」
〔
明
〕
。
(
二
二
)

同

 
二
年

(
一
二
三
〇
)

三
月

 
 
 
 

こ
の
頃
か
ら
嘉
禎
元
年

(
=

一三
五
)
正
月

ま
で
の
間

に
、
飛
鳥
井

 
 
 

教
定
、

父
雅
経

の
人
麿
影

二
本
所
持
と
、
そ

の
内

の

一
本

の
相
伝

を
、

 
 
 
雅

経
筆
古
今
集

の
奥
書

に
記
す

〔
西
脇
家
蔵
古
今
集
〕。

同
 
三
年

(
=

=
一二

)

九
月
七

日
以
前

 
 
 
 

九
条
知
家
、
人
麿
影

を
藤
原
成
実

に
譲

る

〔
明
〕。

嘉
禎

元
年

(
一
二
三
五
)

 
 
 
 

こ
の
頃
、
御
鳥

羽
院
、
隠
岐

に
於

て
度

々
俊
頼
影
供

を
行

う
。
京

の

 
 
 
藤
原
家
隆

こ
れ
に
出
詠
す

〔
玉
吟
集
〕
。

仁
治

二
年

(
一
二
四

一
)
九
月
十
三
日

 
 
 
 
鎌
倉

の
将
軍
御
所

に
於
て
、
人
麿
影
供
が
催

さ
れ
、
僧
正
快
雅
、
講

 
 
 
式

(
あ
る

い
は
柿
本
講
式
か
)
を
読
む

〔
吾
妻
鏡
〕
。
(
二
三
)

宝
治
元
年

(
=

一四
七
)
七
月
二
十

五
日

 
 
 
 
蓮
性

(
九
条
知
家
)、
藤
原
成
実
所
持

の
人
麿
影
を
後
嵯

峨
院

仙

洞

 
 
 

に
持
参
す

る

〔
葉
黄
記
〕
。

建
長
三
年

(
=

一五

一
)
九
月
二
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
(12
)

 
 
 
 
藤
原
成
実
、
所
持
す

る
人
麿
影

に
讃
岐
国

里
海
庄
を
付

さ
れ
る

〔
皇

 
 
 
代

暦
裏
書
〕
。

一ig_



同

年

 
 

九
月
十

三
日

 
 
 
 
後
嵯
峨
院
、

仙
洞

に
於

て
影
供
歌
合
を
催
す

《
現
存
》
。

題

「
初
秋

 
 
 

露
」
・
「
山
家
秋

風
」

・
「
朝
草
花
」

・
「
暮
山
鹿
」
・
「霧
間
雁
」

・
「
名

 
 
 

所
月
」
・
「
田
家
月
」

・
「
行
路
紅
葉
」

・
「
寄
煙
忍
恋
」
・
「寄

月
恨
恋
」

 
 
 

〔
岡
屋
関
白
記
、
合
略
、
他
〕。

(
二
四
)

同
 
四
年

(
=

一五
二
)
十
月
中
旬

 
 
 
 

『
十
訓
抄
』
成

る
。
人
麿
影
供
に
関
す

る
話
あ
り

〔
十

・
第
四
〕
。

同

六
年

(
一
二
五
四
)
正
月

 
 
 
 
後
嵯
峨
院
、
影
供
を
催
し
、
影

を
返
却
す
る
際
に
、
蓮
性

(
九
条
知

 
 
 
家
)
と
贈
答
す

〔
続
古
今
集

・
一
七

五

一
～
二
〕
。

同

年

 
 

十
月
十
六
日

 
 
 
 
橘
成
季
、
『
古
今
著
聞
集
』

の
完
成
を
祝
し
、
寛
宴
を
行

い
、

廉

承

 
 
 
武

・
白
楽

天
の
影
と
共

に
、
人
麿
影
を
掲
げ

る
。
書
中
、
人
麿
影
供

に

 
 
 
関
す

る
話
あ

り

〔
著

・
第
五
〕
。

文

永
二
年

(
=

一
六
五
)
十
二
月
二
十

六
日

 
 
 
 

『
続
古
今
和
歌
集
』
奏
覧

さ
る

〔
代

集
、
尊

卑

分

脈
、
他
〕
。
「
影

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(13
)

 
 
 
供
」

の
文
字
始

め
て
勅
撰
集
に
記

さ
れ
る

〔同
集

・
二
八
六
～
七

・
三

 
 
 
三
八

・
九

六
六
〕。

同

六
年

(
一
二
六
九
)
四
月

二
十
八
日

 
 
 
 
前
将
軍
宗
尊
親
王
、
真
観

・
九
条
行
家
等

と
共

に
柿
本
影
前
百
首
を

 
 
 
詠
ず
。
題

「
春

(
二
〇
)

・
夏

(
一
〇
)

・
秋

(
二
〇
)

・
冬

(
一

 
 
 
〇
)

・
恋

(
一
五
)

・
雑

(
二
五
)
」
〔竹
風
抄

・
五
九
六
～
六
九
三
、

 
 
 
夫
木
抄

・
九

六
二
～
三

・
一
=
二
七

・
一
六
〇

七

・
一
七
〇

八

・
二
三

 
 
 
〇
九

・
二
五
〇
四

・
二
五
五
五

・
三
〇
五
八

二
三

二

五

・
三
七
八
三

 
 
 

・
四
〇

八
〇

・
四
三
三

一
・
四
七
三
五

・
四
八
〇
七

・
五
三
九
六

・
五

 
 
 
七
九
〇

・
五
八
九
〇

・
六
〇

七
三

・
六

一
四
五

・
六
二
四

五

・
六
三
五

 
 
 
〇

・
六
八
七
二

・
七
〇
〇

六

・
七

=

一〇

・
七
七
二
七

・
七
八
五
八

・

 
 
 
八
三
九
五

・
八
七
六
〇

・
八
七

八
〇

・
八
九
三
二

・
八
九
七
八

・
九
六

 
 
 

二
〇

・
九
六
七

一
・
一
〇
〇

五
八

・

一
〇

一
五
二

・
一
〇
三
八
〇

・
一

 
 
 
〇
四
四
六

・
一
〇
四
六
四

・
一
〇
七

二
五

・
一
〇

七
九
六

・
一
〇

九

一

 
 
 
七

・
一
=
三
二
九

・

一
一
八

一
五

・
一
一
九
四
七

・
=

二

六
〇

・
一

 
 
 

二
五
三
三

・
=

一八

一
一
・
コ
ニ
五
八
五

・
一
四
二
八
八

・
一
四
八
四

 
 
 
八

・
一
五
〇

七
四

・
一
五
〇
九

五

・
一
五
二
二
〇

・
一
五

二
四

一
・
一

 
 
 

五
五
〇

二

・
一
五
七
四
九

・
一
六
三
九
四

・
一
七
〇

三
〇

・

一
七
〇

八

 
 
 
〇

・
一
七
三
七

二
～
三
〕
。
(
二
五
)

建
治
元
年

(
=

一七
五
)
正
月
十

一
日

 
 
 
 
九
条
行
家
没

〔
公
、
他
〕
。
同

二
年
閏
三
月

の

「
妙
意
申
状
」
(
鎌
倉

 
 
 
遺
文

・
=

;
二

五

・
一
五

一
〇
〇
)
に
よ
り
、
行
家

の
人
麿

影
所
持

 
 
 
が

確
認
で
き

る

〔
兼
仲
卿
記
紙
背
文
書
〕
。

 
 
 
 

こ
の
頃
、
息
隆
博
に
影
が
伝
わ

る
か
。

同

 
二
年

(
=

一七
六
)

 
 
 
 
妙
意

(藤
原
光
衡
)
、
讃
岐
国
里
海
庄

の
再
給
付
を
願

い
、
申
状

(
鎌

 
 
 
倉
遺
文

・
一
二
三

一
五

・
一
五

一
〇
〇
)
を
提
出
。
状
中
、
人
麿

影
と

同正
応
元
年 里

海
庄

に
関
す
る
記
事
あ

り

〔
兼
仲
卿
記
紙
背
文
書
〕
。

年

 
 

 
 
 

 
六
月
九

日

 
真
観

(
葉
室
光
俊
)
没

〔
尊
卑
分
脈
、
他
〕
。

 

こ
れ
以
前
、
高
階
宗
成
、
真
観
勧
進

の
影
供
百
首
を
詠
ず

(文

永
六

年

の
柿
本
影
前
百
首
と
関
係
す

る
か
)

〔遺
塵
集

・
三
八

・
八
五

・
(
一

〇

四

・
一
四
九
)
〕
。

 

(
=

一
八
八
)
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こ
の
年

よ
り
、
同

六
年

(
=

一九

三
)

の
間
に
、
九
条
隆
博
、
讃
岐

 
 
 
国
里
海
庄
を
安
堵

さ
れ
、
自
邸

に
於

て
、
日
野
資
宣
を
招
じ
て
影
供
を

 
 
 
行
う

〔
東
野
州
聞
書
〕
。

永
仁
三
年

(
=

一九
五
)

 
 
 
 
こ
れ
以
前
、
『
伊
勢
新
名
所
絵
歌
合
』
成
る
。

絵
巻
、

春
第

一
図

の

 
 
 
邸
宅
内

に
人
麿
影
が
見

え
る

〔
伝
土
佐
隆
相
筆
絵
巻

の
補
写

部
〕
。

嘉
元
二
年

(
一
三
〇
四
)
五
月
十
八
日

 
 
 
 
六
条
有
房
、
祖
父
久
我
通
光

の
影

供

を

行

う

〔
続
門
葉
集

.
八
〇

 
 
 
五
〕
。 
(
二
山ハ
)

同
 
 
年

 
 
 
 
こ
の
年

の
秋
冬

こ
ろ
、
後
深
草
院

二
条
、
人
麿
墓

に
詣
り
、
七
日
目

 
 
 

の
通
夜

の
夜
人
麿

を
夢
想

し
、
影
並
び

に
人
麿
講
式
を
成
す

〔
と
は
ず

 
 
 
が

た
り

・
巻
五
〕
。

同
 
三
年

(
二
二
〇
五
)

三
月
八
日

 
 
 
 
後
深
草
院

二
条
、

夢
想

に
よ

っ
て
得
た
人
麿
影

に
よ
り
、
影
供
を
行

 
 
 
う

〔
と
は
ず
が
た
り

・
巻

五
〕
。

延
慶

元
年

(
二
二
〇
八
)

八
月

 
 
 
 
こ
れ
以
前
、
藤
原
為
信
、
吉

田
大
納
言
女
中
納
言
典
侍
の
依
頼

に
よ

 
 
 
り
、
人
麿
影
を
描

く

〔
為
信
集

(
私
家
集
大
成
)

・
三
四

一
～

二
〕
。

正
和

三
年

(
;

二

四
)

 
 
 
 
こ
の
頃
ま
で
に
、
『
愚
秘
抄
』
成

る
か
。

書
中
、

人
麿
供
養
並
び

に

 
 
 
会
席

に
人
麿

影
を
掲
げ

る
故
実

の
記
述
あ
り

〔
愚
秘
抄
〕
。

文
保

元
年

(
一
三

一
七
)

正
月
十
八
日

 
 
 
 
頼
豪
、
宝
蔵
院

(
所
不
明
)

の
人
麿
影
供
に
、
祭
文
を
成
す

〔
束
草

 
 
 
集
〕
。

文
保
年
中

(
二
一二

七
～
九
)

 
 
 
 
こ
の
頃
、
『
冷
泉
家
草
紙
目
録
』
成
る
か
。
書
中

「
人
麿
影

供

記
/

 
 
 
同
影
供
私
記
/
同
講
式
真
名
/
同
仮
名

講
式
」

の
名
あ
り

〔
同
書

・
雑

 
 
 

々
〕
。

元
享
元
年

(
一
三

二

一
)
三
月

九
日

 
 
 
 
覚
如
、
北
野
社
法
楽
詩
歌
合
を
勧
進

し
、
披
講

に
際

し
、

人
麿
影

を

 
 
 
掲
げ

る
か

〔
慕
帰
絵

(観

応
二
年

〈
一
三
五

一
〉
成
立
)

・
同
場
面
〕
。

(
一
)

(((
四 三 二
)))

 

(
五
)

(
六
)

(
七
)

《
参

加

者

一
覧

》

※
参
加
人
数
が
確
定
す
る
場
合
は
人
数
を

( 

)
に
入
れ
て
、
し
な
い
場
合

は
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
人
数
を

〔 

〕
に
入
れ
て
示
し
た
。

藤
顕
季

・
藤
実
行

・
藤
長
実

・
藤
経
志

・
源
雅
定

・
源
俊
頼

・
藤
顕

輔

・
藤
道
経

・
藤
行
家

・
藤
顕
仲

・
藤
宗
兼

・
藤
為
忠

(
一
二
人
)
。

讃
作
者
、
藤

敦
光
。

俊
恵

・
藤

教
長

・
源
頼
政

・
空
仁

(
大
中
臣
清

長
)
。

藤
清
輔

・
藤
教
長
。

後
鳥
羽
院

・
源
通
親

・
生
蓮

(
源
師
光
)

・
藤
隆
信

・
藤
定
家

(
不

参
)
〔
五
人
〕。

後
鳥
羽
院

・
源
通
親

・
源
具
親

・
藤
隆
信

・
寂
蓮

・
藤
定
家

・
源
通

具

・
藤
家
隆

・
藤
範
光

・
小
侍
従

・
藤
雅
経

〔
=

人
〕
。

後
鳥
羽
院

・
源
通
親

・
生
蓮

(
源
師
光
)

・
寂
蓮

(藤
定
長
)

・
藤

定
家

・
藤

家
隆

・
藤
雅
経

・
藤
有
家

・
二
条
院
讃
岐

・
慈
円

〔
一
〇

人
〕
。

後
鳥
羽
院

・
源
通
親

・
藤
家
隆

・
藤

隆
信

・
藤
雅
経

・
藤

有
家

・
鴨

長
明

・
慈
円

〔
一
〇

人
〕
。
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(
八
)
 

後

鳥
羽
院

・
源
通
親

・
藤
忠
良

・
釈
阿

(
藤
俊
成
)

・
藤
隆
信

・
寂

 
 
 

蓮

・
藤
定
家

・
藤
家
隆

・
藤
有
家

・
藤
保
季

・
藤
範
光

・
源
通
光

・

 
 
 

源
具
親

・
源
通
具

・
鴨
長
明

・
源
家
長

・
嘉
陽
門
院
越
前

・
俊
成
卿

 
 
 

女

・
後
鳥
羽
院
宮
内
卿

・
慈
円

(
二
〇
人
)。

(
九
)
 

後

鳥
羽
院

・
藤
良
経

・
源
通
親

・
藤
忠
良

・
藤
公
継

・
藤
兼
宗

・
釈

 
 
 

阿

・
生
蓮

・
藤
隆
信

・
寂

蓮

・
藤
定
家

・
藤
家
隆

・
藤
有
家

・
藤
保

 
 
 

季

・
藤
雅
経

・
源
具
親

・
源
通
具

・
源
家

長

・
小
侍
従

・
嘉
陽
門
院

 
 
 

越
前

・
後
鳥
羽
院
宮
内
卿

・
慈
円

(
二
二
人
)。

(
一
〇
)
左
方

H
後
鳥
羽
院

・
藤
良
経

・
源
通
親

・
慈

円

・
藤
忠
良

・
藤
公
経

 
 
 
 
 

・
藤
光
範

・
小
侍
従

・
二
条
院
讃
岐

・
宜
秋
門
院
丹
後

・
寂

信

 
 
 
 
 

(
藤
惟
方
)
・
源
通
具

・
藤
保
季

・
源
家

長

・
大
江
公
景

・
鴨
長

 
 
 
 
 

明

・
賀
茂
季
保

・
藤
秀
能
。

 
 
 

右
方

11
藤
定
家

・
藤
雅
経

・
寂
蓮

・
藤
有
家

・
嘉
陽
門
院
越
前

・
後

 
 
 
 
 

鳥
羽
院
宮
内
卿

・
藤
範
季

・
藤

隆
信

・
釈
阿

・
静
賢

・
生
蓮

・

 
 
 
 
 

藤
良
平

・
源
具
親

・
慶
印

・
藤

景
頼

・
藤
季
景

・
中
原
宗
安

・

 
 
 
 
 

平
景
光
。

(
三
六
人
)

(
=

)
左
方

11
後
鳥

羽
院

・
藤
良
経

・
釈
阿

・
俊
成
卿
女

・
後
鳥
羽
院
宮
内

 
 
 
 
 

卿

・
嘉
陽
門
院
越
前

・
宜
秋
門
院
丹
後

・
藤
有
家

・
寂
蓮

・
源

 
 
 
 
 

家
長

・
鴨
長
明

・
藤
秀
能
。

 
 
 

右
方
11
源
通
親

・
慈
円

・
藤
忠
良

・
藤
公
経

・
小
侍
従

・
二
条
院
讃

 
 
 
 
 

岐

・
藤
隆
信

・
藤
定
家

・
源
通
具

・
藤
保
季

・
藤
雅
経

・
源
具

 
 
 
 
 

親

・
大
江
公
景
。
(
二
五
人
)

(
=

一)
後
鳥
羽
院

・
藤
範
光

・
後

鳥
羽
院
宮
内
卿

・
相
模

・
嘉
陽
門
院
越
前

 
 
 

・
藤
長
房

・
藤
親
定

(後

鳥
羽
院

の
隠
名

か
)

・
藤
雅
経

・
藤
範
茂

 
 
 

・
信
仲

・
藤
信
綱

・
源
家
長

・
藤
清
範

・
中
原
宗
安

・
大
江
公
景

・

 
 
 

鴨
長
明

・
藤
景
頼

・
藤
秀
能
。
(
一
八
人
)

(
=
二
)
後
鳥
羽
院

・
藤
良
経

・
藤
隆
信

・
藤
定
家

・
藤
有
家

・
源
雅
親

・
源

 
 
 

具
親

・
源
通
具

・
藤
秀
能

・
慈
円

〔
九
人
〕

(
一
四
)
後
鳥
羽
院

・
源
通
親

・
藤
忠
良

・
寂

蓮

・
藤
隆
信

・
藤
定
家

・
藤
家

 
 
 

隆

・
藤
有
家

・
藤
兼
宗

・
源
具
親

・
源
通

具

・
藤
雅
経

・
源
家
長

・

 
 
 

藤
秀
能

・

〔賀
茂
季
保
〕

・
俊
成
卿
女

・
嘉
陽

門

院

越

前

・
慈

円

 
 
 
 
〔
一
八
人
〕
。

(
一
五
)
藤
親
定

(後
鳥
羽
院

の
隠
名
)

・
藤
良
経

・
源
通
親

・
慈
円

・
藤
忠

 
 
 

良

・
藤
隆
房

・
藤
公
継

・
藤
兼
宗

・
藤

公
経

・
源
通
光

・
源
通
具

・

 
 
 

釈
阿

・
後
鳥
羽
院
宮
内
卿

・
俊
成
卿
女

・
伯
者

・
嘉
陽
門
院
越
前

・

 
 
 

藤
隆
信

・
藤
有
家

・
藤
定
家

・
藤
保
季

・
藤
家
隆

・
源
具
親

・
寂
蓮

 
 
 

・
源
家
長

・
鴨
長
明

・
藤
秀
能

(
二
六
人
)
。

(
一
六
)
後
鳥
羽
院

・
藤
定
家

・
藤
有
家

・
藤
範
光

・
藤

雅
経

・
下

北

面

の

 
 
 

輩
。

(
一
七
)
後
鳥
羽
院

・
藤
良
経

・
源
通
親

・
慈
円

・
藤
隆
房

・
藤
範
光

・
藤
公

 
 
 

継

・
源
通
光

・
俊
成
卿
女

・
藤
定
家

・
源

具

親

・
藤

秀

能

〔
=

一

 
 
 

人
〕
。

(
一
八
)
藤
親
定

(後
鳥

羽
院

の
隠
名
)

・
藤
良
経

・
慈
円

・
藤
忠
良

・
藤

忠

 
 
 

経

・
藤
隆
房

・
藤

公
継

・
藤
兼
宗

・
藤
公
経

・
源
通
光

・
源
通
具

・

 
 
 

源
定
通

・
釈
阿

・
俊
成
卿
女

・
後

鳥
羽
院
宮
内
卿

・
大
納
言

・
嘉
陽

 
 
 

門
院
越
前

・
宜
秋
門
院
丹
後

・
藤
有
家

・
藤
定
家

・
藤
経
通

・
藤
保

 
 
 

季

・
藤
家
衡

・
藤
国
通

・
藤
雅
経

・
源
具
親

・
戒

心

・
藤
隆
重

・
源

 
 
 

家
長

・
大
江
公
景

・
鴨
長
明

・
賀

茂
季
保

・
中
原
宗
安

・
藤
景
頼

・

 
 
 

藤
秀
能

・
平
景
光

(
三
六
人
)
。

(
一
九
)
藤
良
経

・
藤
秀
能

・
源
家
長

・
鴨
長
明
。
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(
二
〇
)

順
徳
天
皇

・
藤
範
宗
。

(
一
二

)
藤
公
経

・
藤
実
氏

・
藤
定
家

・
藤
頼
氏

・
藤
為
家

・
藤
実
有

・
藤
家

 
 
 
 
隆

・
源
家
長

・
如
願

(
藤
秀
能
)

・
行
寛

・
藤
信
実

・
藤

永
光

・
橘

 
 
 
 
長
政

・
中
原
行
兼

・
知
景

・
朝

仲

〔
一
六
人
〕
。

(
二
二
)
藤
知
家

・
藤
定
家

・
藤
為
家

・
藤
信
実

・
源
家
長

・
源
家
清

・
行
寛

 
 
 
 

・
祝
部
成
茂

・
橘
長
政

・
信
実
妹

(例

の
尼
)
〔
一
〇
人
〕
。

(
二
三
)
藤
頼
経

・
平
政
村

・
平
実
時

・
平
資
時

・
藤
基
綱

・
藤
基
政

・
光
村

 
 
 
 

・
光
宗

・
源
親
行

・
快
雅

〔
一
〇
人
〕
。

(
二
四
)
左
方

11
後
嵯
峨
院

・
藤

実
氏

・
藤
隆
親

・
藤
定
雅

・
藤

公
基

・
藤
実

 
 
 
 
 
 
雄

・
源
通
成

・
藤

忠
定

・
源
有
教

・
藤
成
実

・
藤
為
氏

・
蓮
性

 
 
 
 
 
 

(藤
知
家
)

・
俊
成
卿
女

・
鷹
司
院
按
察

・
藤
為
継

・
藤
為
教

 
 
 
 
 
 

・
藤
経
朝

・
藤
経
平

・
藤
隆
祐

・
源
雅
言

・
寂
西

(
藤
信
実
)
。

 
 
 
 
右
方
11
藤
基
家

・
藤
為
家

・
藤
資
季

・
弁
内
侍

・
藤
良
教

・
小
将
内

 
 
 
 
 
 
侍

・
右
衛
門
督

・
下
野

・
藤
教
定

・
藤

顕
氏

・
藤
行
家

・
承
明

 
 
 
 
 
 
門
院
小
宰
相

・
藤
家
良

・
藤
公
相

・
禅
信

(
源
俊
平
)

・
藤
師

 
 
 
 
 
 
継

・
寂
縁

(橘
長
政
)

・
鷹

司
院
帥

・
祝
部
成
茂

・
源
家
棟

・

 
 
 
 
 
 
真
観

(藤
光
俊
)
。
(
四

二
人
)

(
二
五
)
宗
尊
親
王

・
真
観

・
藤
基
家

・
藤
行
家

・
藤
高
定

・
定

円

・
鷹
司
院

 
 
 

帥

・
源
具
氏

・
尊
海

〔
九
人
〕
。

(
二
六
)
源
有
房

・
道
順
。

注1
 
記
事
を
立
項
す

る
に
当
た

っ
て
証
拠

と
し
た
資
料
を
、
項

目
の
末
尾
に

〔 

〕

 

に
入
れ
て
示
し
た
。
又

〔 

〕
が
文
中

に
あ
る
場
合

は
、

そ
の
直
前

の
記
事

の
証

 
拠
資
料

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

 

 
記
事
が
歌
会

.
歌
合

で
あ

る
場
合

は
、
そ

の
折

の
詠
及
び
そ
の
折

の
詠

で
あ
る
と

 

思
わ
れ
る
歌
を

〔 

〕

に
入
れ

て
示
し
た
。
そ
の
際
、
重
出
す

る
も

の
も
、
そ
の

 

影
供

の
影
響
力
を
知
る

一
助
と

し
て
か
ま

わ
ず
挙
げ
た
。

( 

)
に
入

っ
て

い

る

 

も

の
は
、
そ
の
折

の
詠

で
あ
る
可
能
性
を
有
す

る
歌

で
あ
る
。
た
だ
し
、
現

存
の
歌

 

合
は
他
集

に
見
え

る
詠
を
挙
げ

る
こ
と

は
せ
ず
、
当
座
会

の
詠
の
み
を
集
成

し
た
。

 

猶
、
歌
番
号
は
特

に
注
記

の
無

い
も
の
は
新
編
大
観
番
号

で
あ
る
。

 
 

頻
出

の
資
料

は
略
号
を
用

い
た
。
略
号

は
以
下

の
通
り

(順

不
同
)。

 
 

 
十
訓
抄

…
十
、
古
今
著
聞
集
…
著
、
公
卿
補
任
…
公
、
明
月
記

…
明
、
和
歌
合

 
 

 
略

目
録

…
合
略
、
増
補
和
歌
明
題
部
類

…
明
題
、
秋
篠

月
清
集

…
月
清
集
。

2
 
 
( 

)
に
入
れ
た
漢
数
字

は
、
年
譜

の
末
尾

の

「参
加
者

一
覧
」

の
番
号

と
対

 
応
す

る
。

3
 
本
書

に
は
、
仮

託

・
偽
書
説
も
存
し

(群
書
解
題
、

他
)
、

成
立
年
次
も

は

っ
き

 

り
し
な

い
。

こ
こ
で
は
、

井
上
宗
雄
氏
が

『平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究

』

(笠
間
書

 
院

昭

53

・
10
)
「第
三
章

四

藤
原
成
道
」

で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

口
伝
中

で

 
藤
原
頼
輔
を
山
城
前
司
と
記
す
こ
と
か
ら
、

こ
の
位
置

に
置

い
た
。
な
お
、
本
書
に

 

つ
い
て
は
、
「金
沢
大
学
国
語
国
文
」

11
～

14
号
に
村
戸
弥
生
氏
の

一
連

の
御

論

考

 
が
存
し
、
成
立
年
次

に
つ
い
て
も
、
発
表
を
予
定
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

4
 

こ
の

一
品
経
歌
会

と
澄
憲

の
表
白
に

つ
い
て
は
、
梁
瀬

一
雄
氏

の

『俊
恵

研
究

』

 

(昭
52

・
12
)

「『和
歌
政
所

一
品
経
供
養
表
白
』

に
つ
い
て
」
を
参
照
戴

き
た

い
。

5
 
歌
林
苑

歌
人
の
同
題
歌
は
見

い
だ
せ
る
が
。

同
じ
折

の
も

の
か
不
明
。
以
下
に
そ

 
れ
ら
を
挙
げ
る
。

 

「故
郷
落
葉
」

…
千
載
集

・
三
七
六

・
惟
宗

広
言
、
月
詣
集

・
九

一
六

・
不
明

、
同

 
 

・
九

一
七

(隆
信
集

・
二
五
五
)
、
林
葉
集

・
五
九
七
、
頼
政
集

・
二
六
五
。

6
 
 
「季
経
集
」

は

「月
詣
集
」

の
撰
集
資
料

と
し
て
自
撰
さ
れ
た
、
寿
永

百
首
家
集

 

の

一
つ
と
思

わ
れ
る
。
寿
永

百
首
家
集

に
つ
い
て
は
、
松

野
陽

一
氏

「寿
永

百
首
家

 
集

に

つ
い
て
」 

(和
歌
文
学
研
究

・
昭
49

・
6
)
や
、
注

(3
)

の
井
上
氏
御
著
書

 
の

「第

六
章
寿
永
百
首

歌
集
を

め
ぐ

つ
て
」
等
を
参
照
戴

き
た

い
。

7
 
俊
恵

の
没
年
推
定

は
、
注

(4
)
所
掲
書

「俊
恵
法
師
伝
記
考
」
を
参
照

し
た
。

8
 

こ
の
折

か
ら
正
治

二
年

八
月

ま
で
の
影
供
歌
合
は
、
谷
山
茂
氏
が

『新
古
今
時
代

 
の
歌
合
と
歌
壇
』

(昭

58

・
9
)
第

六
章

の
正
治
建
仁
期

の
影
供
歌
合
年
表

に

於

い

 
て
、
備
考
欄
に

「存
疑
」
と
記
さ
れ

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
が

「和
歌
合

略

目
録
」
に
よ

っ
て
の
み
し
か
そ
の
存
在
が
確
認

で
き
な

い
も

の
で
あ

る
が
、
そ

の

 
ま
ま
掲
出

し
た
。

9
 

こ
の
撰
歌
合
が
影
供
歌
合

で
あ

っ
た
可
能
性
を
示
す

の

は
、

「秋
篠
月
清
集
」

の

 

一
四
五
二

「同

(院
)
影
供
当
座

に
、
月
前
恋
 
わ
く
ら
ば

に
ま
ち

つ
よ

る
ひ
も
ふ
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け
に
け
り
さ
や

は
ち
ぎ
り
し
や
ま
の
は
の
月
」

・
一
四
八
〇

「院
影
供
の

つ
い
で
に

 
当
座
、
月
前
旅
行
を
 
わ
す
れ
じ
と
ち
ぎ

て
り

い
で
し
お
も

か
げ
は
見
ゆ
ら
む
も
の

 
を
ふ
る
さ
と
の
月

」
の
二
首

の
み
で
あ

る
。

こ
の
内
後
者
が
、
新
古
今
集

に

「和
歌

 
所
月
十
首
歌
合

の
つ
い
で
に
、
月
前
旅

と
い

へ
る
心
を
、
人
人

つ
か
う

ま

つ

り

し

 
に
」
(九
四

一
)
と
の
詞
書

で
見

え
て
い
る
こ
と
や
、

【明
月
記
」
に
見
え
る
当
座
題

 
と
の

一
致

か
ら
、

こ
の
二
首
が
撰
歌
合
の
当
座
会

で
の
詠
で
あ

る
こ
と
は
明
か
で
あ

 
る
。
息
教

家
の
手
が
加

わ
る
と
は

い
え
月
清
集
が
自
撰

で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、

 
少
な
く
と
も
当
座
会
が
影
供

で
あ

つ
た
可
能
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し

か

し

な

が

 
ら
、
撰
歌
合

の
十
首
及

び
当
座

の
残
り

一
首

(
一
一
一
四
～

二
四
)
に
は

「影
供
」

 
と
の
明
記
は
な
く
、
月
清
集
内
部

で
も
統

一
を
欠

い
て

い
る
。

10
 

こ
の
歌
会
が
影
供

で
あ

っ
た
可
能
性
を
示
す

の
は
、
「明
日
香

井
集
」

の
み

で
あ

 
る
。
同
家
集

は
雅
経

の
孫
雅
有

の
編
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
資
料
性
は

問

題

が

残

 
る
。

こ
こ
で
は
可
能
性
を
指
摘

す
る
に
と
ど
め
た

い
。

11
 

た
だ
し
、
証
拠
と
し
た
 
「夫
木
抄
」
九
六
六
二
は
、

「歌
枕
名
寄
」

で
は
 
「健
保

 
元
年
影
影
供
歌
合
」
の
集
付

と

「信
仲
」
と

の
作
者
名
を
有
し

て
い
る

(渋
谷
虎
男

 
氏
校
本

・
補

一
一
八
六
)
。
こ
の
ほ
か

「歌
枕
名
寄
」
に
は
同

じ
作
者

の

「影
供
歌

 
合
」

の
集
付
を
持

つ
歌

(三
三
八
二
)
も
存
す
る
こ
と
か
ら
、
歌
合
で
あ

つ
た
可
能

 
性

は
留
保

し
て
お
き
た

い
。

12
 
本
文

に
は

「阿
波
国
黒
海
庄
」

と
あ
る
が
訂
正
し
た
。
里
海
庄
に

つ
い
て
は
拙
稿

 
「人
麿

影
の
伝
流
-
影
供
料
里
海
庄
を
め
ぐ

つ
て
ー
」

(和
歌
文
学
研
究

・
60
号

・
平

 
成

2

・
4
)
を
参
照
戴

け
る
と
幸

い
で
あ
る
。

13
 

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿

「勅
撰
集
と
影
供
歌
合
ー

続
古
今
集
を

中
心
に

 
ー

」

(銀
杏
鳥
歌

・
創
刊
号

・
昭
63

・
12
)
を
参
照
戴

き
た
い
。

主
要
参
考
分
献

○

『未
刊
中
世
歌
合
集
 

上
』
(古
典
文
庫

一
四
〇
)
谷
山
茂

・
樋
口
芳
麻
呂
編
 
昭

 
 
 
三
四

〇

『和
歌
文
学
大
辞
典
』
和
歌
史
年
表
 
和
三
七
 
明
治
書
院

○

『藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』
久
保
田
淳
 
昭
四
三
 
三
弥
井
書
店

○

『新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
久
保
田
淳

昭
五
二
 
講
談
社

○

「健
仁
三
年
六
月
十
六
日
影
供
歌
合
と
そ
の
考
察
」
樋
口
芳
麻
呂
 

『愛
知
学
芸
大

 
 
 
学
研
究
報
告
』
第
七
輯

(人
文
科
学
)
昭
三
十
三

・
二

〇

「藤
原
良
経
年
譜
考
」
高
畠
望
 
 
『中
世
文
芸
論
考
』
昭
五
十

・
四

〔付

記
〕

 

こ
の
年
譜
稿
に
挙
げ
た
他

に
も
、
鎌
倉
期
に
催
さ

れ
た
人
麿
影
供
は
、
数

多
く
存
在

す

る
だ
ろ
う
。
ま
た
注
に
於

て
指
摘

し
た
よ
う
に
、
現
存

し
た
り
、
存
在
が

確
認
さ
れ

て

い
る
歌
会

・
歌
合

で
あ

っ
て
も
、
影
供

で
あ

っ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
更
に
、
儀
式
を

省
略

し
単

に
入
麿
影
を
飾
る
だ
け
の
も

の
と
な
る
と
、

『愚
秘
抄
』

な
ど
に
見
え
る
よ

う
に
、

一
層
多
く
存
在
し
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
な

る
と
も
は
や
、
形

式
的
に
は

影
供

と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
が
、
影
供

の
精
神
を
継
承

し
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
可
能

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、

そ
れ
ら
を
調
査
確
認

し
て
い
く
こ
と
は
不

可

能

に

近

い
。

そ
れ

で
も
、
「年
譜
稿
」
を
少

し
で
も

「年
譜
」

に
近
づ
け
る
様
、

今

後
と
も
努

力
し
て
い
き
た

い
。

 

ま
た
、

こ
の
年
譜
稿

に
は
調
査

の
至
ら
な

い
点
も
数
多
く
あ
る
。
大

き
な
問
題
と
し

て
は
、
先
ず
、
人
麿
を
和
歌
神
と

し
て
崇
拝
す
る
古
今
伝
授
に
関
連

し
て
、

様
々
な
人

麿
伝
説
と
信
仰
を
含

み
込

む
数
多
く

の
古
今
集
伝
授
書

・
注
釈
書

の
収
集

と
整

理
で
あ

る
。
例
え
ば
、
内
閣
文
庫
蔵

『古
今
秘
伝
』

(特

=

五

・
八
)
な
ど
に
は
、
「
八
 
人

丸
影
供
次
第
」
と
し
て
、
人
麿
影
は
六
条

修
理
大
夫
顕
季
が
夢
想

に
よ

っ
て
得

た
も

の

と
す
る
話
が
記
さ
れ
て

い
る
。
信
愚
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

記
述
も
影

供
史
に
於
て
は
重
要

な

一
資
料
と
な
る
の
だ
が
、
伝
授
書

・
注
釈
書

の
成
立
年
代
並
び

に
収
載
説
話

の
出
所
等

の
確
定
が
難
し

い
な
ど
の
処
理
上

の
問
題
が
存
す

る
こ
と
と
、

調
査
が
不
十
分
で
あ
る
為
、
今
回

は
年
譜
に
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。

 

ま
た
、
藤
原
信
実

や
後
鳥
羽
院
筆
と
伝
え
ら
れ
る
三
十
六
歌
仙
絵
等
を

始

め

と

す

る
、
絵
画
関
係
資
料
も
、
影
供
に
欠
か
せ
な
い
影
に
係
わ
る
も
の
と
し
て
重
要

で
あ

る

が
、
調
査
と
知
識

不
足
の
為
年
譜
化
出
来
な
か

っ
た
。
共

々
今
後

の
課
題

と
し
た
い
。

 
様

々
な
面
に
於
て
御
批
判

・
御

教
示
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

(さ
さ
き

 
た

か
ひ
ろ
)
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